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大町市街 
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大町ダムでは、高瀬川の水環境を改善するため、 『瀬切れ』の予防・解消に努めています。 
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高瀬川の瀬切れ対策 
 

高瀬川の中・下流部では、川の流れが途切れてし
まう『瀬切れ』が発生しています。特に河川流量の
減少する秋季～冬季にかけて瀬切れが発生する
のですが、大町ダムからの追加放流（通常の放流
量に追加して放流）により、瀬切れの解消や未然
防止を行っています。 

※高瀬川での瀬切れの定義 

  河川水深が魚類の移動限界である 
  15cmを下回った状態 
   （対象魚類 ： ウグイ、アユ、 
            ヤマメ、カジカ等） 

瀬切れ発生！ 

追加放流後（瀬切れ解消！） 

瀬
切
れ
区
間 

・瀬切れが発生しそう・・・。 

・瀬切れが発生してしまった・・・。 

瀬切れの解消、未然防止 

ダムからの追加放流！ 

【大町ダム運用フロー】 

拡大図 

高瀬川の水環境改善 
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大町ダム 

●大町ダムの位置 長野県大町市北西部の北アルプス山麓、信濃川水系高瀬川に位置。洪水調節を主目的とした多目的ダム 

●高瀬川 槍ヶ岳(3,180m)を源に、流域面積約445k㎡、流路延長56kmの河川。大町ダムから下流約25kmで犀川に合流～千曲川
を流れ～新潟県に入り日本一の大河・信濃川に名前を変え～日本海へと注ぐ。 ●大町ダム～日本海の距離 約300km     

●大町ダム付近~上流の年間降水量 ダム付近は約1400mm（28年間の平均）さらに上流は1800～2600mmで上流ほど多い傾向。 

●気候   冷涼な気候で、1年のなかでは梅雨・台風期に降水量が多い。 
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●流木防止設備 

網場（アバ）と呼ばれ、流木やゴミ等から、 

放流設備や選択取水設備を保護するため 

のものです。（オレンジ色のフロートの下に 

深さ1.5mの網が下がっています。） 

●放流警報設備 

ダムの放流による河川の増水を、放送とサイ 

レンで近くの人たちや、釣りなどで川にいる人 

たちに知らせて事故が起きないようにします。 

（ダムから犀川合流地点まで３０局） 

●ダム湖を監視するCCTVカメラ 

貯水池や減勢池、ゲート呑口などの監視や 

危険な場所に人が立ち入っていないかなど 

３ヵ所からダムの安全を見守っています。 

●ダム情報表示塔 

ダムからの放流を沿川の住民に 

絵や文字でお知らせします。 

●雨量観測所 

大町ダムは洪水到達時間が極めて 

早いため、出水に応じて適切なダム 

管理が行えるよう、雨量を自動観測 

し、テレメーターより管理所に知らせ 

ます。 

大町ダムのしくみ 

●クレストゲート 
非常に大きな洪水の時はこのゲートを 
使って、貯水池の水を放流します。 
    
  ラジアルゲート×2門 

●コンジットゲート 
通常規模の洪水を調節するために 
使用するゲートです。 
  

  高圧ラジアルゲート×2門 

●ジェットフロー放流管 

利水のための放流の時に利用する 

管です。 
  

  ジェットフローゲート×1門 

●大町発電所（東京電力管理） 
選択取水設備からの放流により、 

最大13,000kwの電気を 

作ることができます。 

●エレベータ設備 

維持や補修のためダムの内部（監査路） 
に入るときに使用します。 

●プラムライン 

ダム堤体や地盤の変形の程度を調べ、 

安全性をチェックするための計器です。 

●水位計 

貯水池への流入量を知るために水位を 

測定するための計器です。 

●監査路 

ダムの内部には、通路があります。 

ゲートの操作やダムの維持点検、 

計器測定に使われています。 

●天端道路 

ダムの管理のためにダムの 

天端に道路を設置しています。 

●船庫・インクライン 
湖面や湖岸部を管理するための 

巡視船や作業船を格納していま 

す。また、船を運ぶためのインク 

ラインも設置されています。 

●選択取水設備 

貯水池の水質や水温の変化に対して、 

最も適切な深さから水を取り出すことが 

できるよう設置されています。 

●管理所 
ダムを管理するための中枢的な 

役割をする建物。日常のダムの 

維持管理・点検補修作業をはじ 

め、洪水時、渇水時には雨や水 

位に関する情報を把握し、ダム 

の操作や情報提供のための機 

器が備えられています。 

 

 

 
北アルプスから流れる高瀬川や鹿島川は、 

大町市街を貫くように流れ、 

昔から何度も大きな洪水が発生。 

特に昭和44年8月の高瀬川大洪水は、 

被害総額30億円を超える規模の災害で、 

葛温泉も流出し、人々に多大な被害を 

及ぼしました。 

 

 田畑冠水     586ha 

 死者・行方不明 3名 

 家屋流失      4戸 

 床上浸水          287戸 

 被害額             約32億円 

 

轟きを上げて流れる高瀬川（松川村細野） 

右岸堤防の決壊で松川村から穂高町まで被
害が及んだ。（松川村細野） 

 

 
大町ダムは、昭和44年8月、高瀬川流域に発生した 

大洪水をきっかけに計画が本格的に推進。 

 

昭和42年 5月  予備調査着手 

昭和44年 8月 44災害（高瀬川流域に大洪水発生）                                                  

昭和47年 5月 実施計画調査開始 

昭和49年 8月 大町ダム建設の基本計画告示 

              調査・設計    

昭和52年 6月 ダム本体工事に着手                                      

昭和54年 8月 ダム本体コンクリート打設開始                                      

昭和58年10月 ダム本体コンクリート打設完了 

                     （76.5万m3）                           

昭和59年10月 試験湛水開始                                                        

昭和61年 3月 大町ダム竣工 

昭和61年 4月 管理のはじまり 

 

水害の歴史 大町ダムが出来るまで  

 

 

 

 

・・・・・23杯分 
7個 

・・・13万台 

ダムの体積は 

11tダンプ13万台分 

107m 

338m 

ダム湖の面積は横浜
国際総合競技場7個分 

30階建てビルと 

同じ高さ 観光バスが 

32台並ぶよ 大町ダムデータ 
S52着工 

S56工事中 

S61完成 
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ダム形式 

位置       

ダム天端標高   

ダムの高さ       
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ダムの体積    

総貯水容量    

有効貯水容量  

集水面積        

湛水面積 

東京ドーム23杯分の
水を貯めるよ 

 

 

水位上昇 

下流が安全な水量 
下流が安全な水量 

水位低下 

下流が安全な水量 

上流からの水を下流にながしています。
大部分は、大町発電所を経由して発電
して流しています。 

通常時(雨が降ってないとき) 雨が降ると・・・ 

雨が降ると、ダムに流れ込む水の量が
増えますが、下流が安全な量までは、流
れ込んだ水と同量の水を流します。 

大雨で、洪水になる量の水が流れ込んできた
ら、洪水をダムに貯めて、下流に流す量を減
らして、安全を保ちます。 

大町ダムでは、下流に流す水量を気象条件に応じて日々調節しています。 
大雨のとき（洪水） 

大町ダムの役割    洪水の調節         

    
下流に流れる水量を調節し、 

洪水から人々の生活を守っています。 

 
大雨時に最大1,500m3/sの洪水のうち、         
1,100m3/sをダムに貯め込み、         
残りの400m3/sを下流に流します。 

ダムで 
水量調
節 

   水道水の確保         

渇水時に流域市町村や長野市の水道水
を補給します。 
 

貯められた水のうち、最大180万m3の水を利
用して、1日最大11.8万m3の水を供給。 

   発 電         

大町ダムから放流される水は、大町発電
所を通って電力を生みます。 
 

大町ダムに貯まった水を使って発電する大町
発電所と上流にある中ノ沢発電所は、合わせ
て最大55,000kW発電します。 

   農業用水等の安定供給         

渇水時には、ダム下流約3,000haの地域
に水を供給し、川らしい流れの維持に努
めています。 
 

渇水時には、高瀬川沿川の農地に用水を供
給します。 

大町ダムの目的 


